
Wi-Fi EPCの NetLoc

この章では、P-GWおよび SAE-GWでの「Wi-Fi EPCの NetLoc」機能の StarOSのサポートに
ついて説明します。

•機能説明（1ページ）
•機能の仕組み（1ページ）
• Wi-Fi EPC機能向け NetLocの設定（4ページ）
• Wi-Fi EPC機能の NetLocのモニタリングと障害対応（5ページ）

機能説明
この機能により、IMSネットワークはWLANアクセスネットワークから UEの位置情報を取
得できます。これにより、通信事業者のための位置関連の機能が向上します。この機能は、位

置情報に基づいてサブスクライバに課金する場合にも有用です。

LTE NetLocは以前のリリースからすでサポートされていることに注意してください。このリ
リースでは、NetLocのサポートがWLANアクセスに拡張されています。SM、IMSA、および
ECSなどのさまざまな内部モジュールに、必要なパラメータを渡すための基本的な実装はすで
にサポートされています。

機能の仕組み
アプリケーション機能（AF）がPCRFにアクセスネットワーク情報の報告を要求すると、PCRF
は、要求されたアクセスネットワーク情報の通知（ユーザーの場所やユーザーのタイムゾーン

情報）を Required-Access-Info AVP内で PCEFに提供します。この AVPは、適切な PCCルー
ルの Charging-Rule-Definition AVPに含まれています。

PCRFは、Event-Trigger AVP内の ACCESS_NETWORK_INFO_REPORTイベントトリガーも提
供します。ACCESS_NETWORK_INFO_REPORTイベントトリガーが設定されている場合、
Required-Access-Info AVPを含む PCCルールのインストール、変更、および削除時に、P-GW
は、使用される IPCANタイプに必要なロケーション情報を取得できるかどうかを判断します。
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ベアラー非アクティブ化または UE切断処理中に、P-GWは、TWAN-Identifier AVP内の PCRF
にアクセスネットワーク情報を提供します。P-GWは、S2a/S2bインターフェイスに適用可能
なものとして、User-Location-Info-Time AVPや UE-Local-IP-Address AVP内の該当する場所に
UEが存在することが最後に認識された時点に関する情報も提供します。

•信頼できるWLANの場合、ユーザーロケーション情報（ULI）が TWAN-Identifier AVPで
提供されます。

•信頼できないWLANの場合、URIには TWAN識別子、UEのローカル IPアドレスは、お
よびオプションで UDP送信元ポート番号（NATが検出された場合）が含められます。

ULIが PCRFによって要求されているものの、PCEFに提供されていない場合、PCEFは、
3GPP-SGSN-MCC-MNCAVP内でサービング PLMN識別子を提供します。また、タイムゾーン
が PCRFによって要求されると、PCEFは、3GPP-MS-TimeZone AVP内でタイムゾーンを提供
します。タイムゾーンは、信頼できるWLANインターフェイスにのみ適用されることに注意
してください。WLANアクセスの場合、PCEFには、アクセスネットワーク情報のレポート中
に、AN-Trusted AVPも含められます。

IP-CANセッションの終了手順中に、PCEFは、ACCESS_NETWORK_INFO_REPORTイベント
トリガーが設定されている場合、ULI（PCEFに提供された場合）、UEが最後に
User-Location-Info-TimeAVP内の該当する場所に存在することが認識された場所（PCEFに提供
された場合）、3GPP-SGSN-MCC-MNCAVP内の PLMN識別子（ユーザーロケーション情報が
PCEFに提供されなかった場合））、および 3GPP-MS-TimeZone AVP内のタイムゾーン情報を
含むアクセスネットワーク情報を提供します。

S2a/S2bインターフェイスから受信されたWLANロケーション情報は、P-GWでサポートされ
ているすべてのインターフェイス（Gx、Gy、および Gz）で報告されます。

アカウンティング要件

アカウンティング要件の一部として、次のディクショナリが使用されます。

• Gx：r8-gx-standard

• Gy：

• S2a：custom-8（Rel-11）

• S2b：custom-8（Rel-13）

• Gx：

• S2a：custom-48および custom-52

• S2b：custom-52

PGW-CDRの次のフィールドは、Gz要件の一部として導入されました。

• custom-52ディクショナリ（uWANUserLocationInfoの一部として）：

• uELocalIPAddress
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• uDPSourcePort

• sSID

• bSSID

custom-52は新たに導入された標準ディクショナリであり、3GPPリリース 13に準拠して
います。

制限事項

この項では、この機能の既知の制限事項および制約事項を示します。

• S2bのユーザーロケーション情報（ULI）には、UEのローカル IPアドレスと、オプショ
ンで、UDP送信元ポート番号（NATが検出された場合）が含まれます。また、WLANの
ロケーション情報（とその経過時間）も含まれます。UEローカル IPアドレス、UDPポー
ト、またはWLANロケーションのいずれかの情報が変更された場合に、ロケーションが
変更されたと見なされます。

• Gzでは、WLANロケーションの変更に対して ULI変更トリガーが使用されます。

• Gyでは、WLANロケーションの変更に対して location_anyトリガーが使用されます。

• Rfおよび S2a RADIUS、および LIインターフェイスは、この機能の一部とは見なされま
せん。

• S6bインターフェイスでは変更は行われません。

• TWAN/UWAN識別子の SSIDと BSSIDのみがこの機能の一部と見なされます。

• UEローカル IPアドレスのフィールドは、UWANUserLocationInfoの一部としてGzおよび
Gyに必須です。

• S2bの場合、受信したUWANUserLocationInfoが以前のUWANUserLocationInfoと異なる場
合、以下の限られたエラーケース処理が実行されます。

• Gyの場合、受信したパラメータに IPアドレスが含まれていない場合、P-GWは ULI
変更レポートを生成しません。

• Gzの場合、「ULI変更」を含むコンテナは、コンテナに対応する
UWANUserLocationInfo値に IPアドレスが含まれている場合にのみ閉じられます。

•この機能は、NetLocとWi-Fi統合ライセンスによって制御されています。

• S2bインターフェイスの場合、UEローカル IPアドレスとポート、WLAN ID、および
WLANタイムスタンプは、CSReq/CBRsp/UBRsp/DBRspで受信されない場合は 0にリセッ
トされます。

• 3GPP TS 32.298に従い、TWAN識別子は Gzのレコードレベルで存在します。

• WLANタイムスタンプは、Gyおよび Gzインターフェイスでは送信されません。
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• UE-location-IP-Address変更イベントトリガーは、この機能には含まれません。

• EPC_Routed機能（3GPP TS 29.212を参照）はサポートされていません。

Wi-Fi EPC機能向け NetLocの設定
次の項では、この機能を有効にするための設定コマンドについて説明します。

Gx用の NetLoc TWANの設定
以下に示すコマンドで、Gxインターフェイスを介したNetLoc信頼WLAN機能を設定します。

configure
context context_name

ims-auth-service service_name

policy-control
diameter encode-supported-features netloc-trusted-wlan
end

注：

• no diameter encode-supported-features：この機能を無効化します。

•このコマンドは、S2bコールで Gxが有効になっている場合に有効です。

•デフォルトでは、この機能は無効になっており、Gxを介して TWAN情報が送信されませ
ん。

Gx用の NetLoc UWANの設定
以下に示すコマンドで、Gxインターフェイスを介した NetLoc非信頼WLAN機能を設定しま
す。

configure
context context_name

ims-auth-service service_name

policy-control
diameter encode-supported-features netloc-untrusted-wlan
end

注：

• no diameter encode-supported-features：この機能を無効化します。

•このコマンドは、S2bコールで Gxが有効になっている場合に有効です。

•デフォルトでは、この機能は無効になっており、Gxを介してUWAN情報が送信されませ
ん。
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Gy用の NetLoc UWANの設定
以下に示すコマンドは、3GPPRel. 13に基づいて追加する必要があるAVPのディクショナリ制
御を設定します。

active-charging serviceservice_name
credit-control

diameter update-dictionary-avps 3gpp-rel13
end

注：

• no diameter update-dictionary-avps：この機能を無効化します。

•このコマンドは、S2bコールで Gyが有効になっている場合に有効です。

•デフォルトでは、この機能は無効になっており、Gyを介してUWAN情報が送信されませ
ん。

Gz用の NetLoc UWANの設定
以下に示すコマンドで、Gzインターフェイスを介した NetLoc非信頼WLAN機能を設定しま
す。

configure
context context_name

gtpp group group_name

gtpp attribute uwanuli
end

注：

• no gtpp attribute uwanuli：この機能を無効化します。

•このコマンドは、S2bコールで Gzが有効になっている場合に有効です。

•デフォルトでは、この機能は無効になっており、Gzを介してUWAN情報が送信されませ
ん。

Wi-Fi EPC機能の NetLocのモニタリングと障害対応
この項では、この機能のサポートにおけるshowコマンドまたはその出力について説明します。

showコマンドと出力
次の表に、この機能のモニターやトラブルシュートに役立つ CLIコマンドを示します。
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説明CLIコマンド

新しく導入された次のフィールドを表示しま

す。これらは、S2aおよび S2bコールで値が
入力されます。

TWAN User Location Information:
SSID:
BSSID:

UWAN User Location Information:
UE Local IP Address:
UDP Port:
SSID:
BSSID:

show subscribers pgw-only full all

show subscriber saegw-only full all

新しく導入された次のフィールドを表示しま

す。これらは、IMS承認サービスコンフィギュ
レーションモードで Supported Features AVPと
して設定されている場合に値が入力されます。

• netloc-trusted-wlan

• netloc-untrusted-wlan

show ims-authorization service all verbose

新しく導入された次のフィールドを表示しま

す。これらは、GTPPサーバーグループコン
フィギュレーションモードで gtpp attribute
uwanuliCLIコマンドが設定されている場合に
値が入力されます。

• UWANユーザーロケーション情報の有
無：

show gtpp group all

Wi-Fi EPCの NetLoc
6

Wi-Fi EPCの NetLoc

showコマンドと出力



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


